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広島市子どもの読書活動推進計画（第三次） 

新規取組・重点取組の取組状況及び今後の展開について 

 

【新】は新規取組 

【重】は重点取組 

 

基本方針１ 家庭における子どもの読書活動の推進 

１ 家庭における子どもの読書活動の推進 

⑴ 保護者等への学習機会や情報提供の充実、保護者等に対する啓発・広報活動の推進〔計画 19,20 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【新】 
学齢期の子ども
がいる保護者へ
の情報提供 
中央図書館 

こども図書館 

(生涯学習課) 

児童生徒が生涯にわ
たる読書習慣を身に
付けていくうえで必
要な保護者の読書活
動への理解・関心を促
すため、学齢期の子ど
もがいる家庭向け情
報提供の充実を図る。 

●例年、絵本作家を招き実施し
ていた児童文化講演会「やっぱ
り、本が好き！」について、参
加者の年齢層拡大を図るため、
児童生徒に人気のある児童文学
作家を招いて実施。 

●学齢期別（発達段階別）図書
リストの配付にあわせ、新たに
保護者への読書啓発チラシを配
付。 

【新】【重】 

家庭読書アドバ
イザー派遣によ
る親子読書の奨
励 
こども図書館 

(生涯学習課) 

主に就学前の子ども
がいる家庭での読書
習慣の形成を支援す
るため、幼稚園・保
育園・認定こども園
等に家庭読書アドバ
イザーを派遣し、親
子読書を奨励する。 

●幼稚園・保育園・認定こども
園（市立・私立）に対し、家庭
読書アドバイザー派遣事業につ
いての情報を提供。平成 28 年度
は、申込のあった 33 施設（既に
実施済の施設を含む。）に派遣予
定。 

●市立の幼稚園・保育園・認定
こども園に対しては、関係課と
の連携を図りながら、次年度年
間計画が決定する 1 月までに次
年度事業について情報提供す
る。私立の幼稚園・保育園・認
定こども園に対しても、同様に
情報提供し、利用の促進を図る。 

 

【新】は新規取組 

【改】は改定取組 

【重】は重点施策 

実績欄の下線部分は、新規取組 

内は担当課 

資料４ 
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基本方針２ 地域における子どもの読書活動の推進 

１ 図書館における子どもの読書活動の推進 

⑵ 青少年の読書支援〔計画 22 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【重】 

青少年向け図書
の展示等の実施 

中央図書館 

こども図書館 

(生涯学習課) 

読書活動が減少する
傾向にある青少年（中
学生・高校生）に本や
読書に興味を持って
もらう機会として、青
少年向け図書の展示
等を行う。 

●全図書館で、対象年齢に沿っ
た小説や進学、就職、いじめ等
の青少年問題などを扱った図書
の展示を実施。 

●中央図書館では、高校生を対
象とした「高校生のための職業
ハッケン!!コーナー」を設置し
て、新規購入図書の紹介、コー
ナー図書リストの配布を行うほ
か、出前ブックトークの実施や
図書館通信を発行。 

●各館で、常設展示、あるいは、
青少年が図書館を利用しやすい
夏期休業期間などを中心に図書
展示等を年１回以上実施。また、
展示図書リストを学校等へ配
布。 

【新】 

青少年を対象と
した図書館の利
用促進事業の実
施 

中央図書館 

こども図書館 

(生涯学習課) 

高等学校新入生向け
利用案内を配付する
など、図書館の利用促
進を図る。 

●こども図書館では、中学生･
高校生図書館ボランティアを募
集する「ライブラリー・サポー
ターズ説明会」、図書館の利用案
内等を行う「図書館の達人」を
実施。また、「一日図書館員」の
実施や、ライブラリー・サポー
ターズの活動等を紹介する通信
を作成・配布。 

●中央図書館では、高校新入生
向け利用案内の配付や、「市立高
校情報コーナー」での情報提供、
図書館通信の発行を実施。また、
高校生を対象とした「ビジネス
プラン作成講座」を実施し、プ
ラン作成のための資料・情報の
紹介や活用方法について説明。 

●ライブラリー・サポーターズ
事業について、読書や図書館へ
の関心が低い青少年も参加しや
すい活動内容を検討する。また、
高校生対象の図書館通信に、図
書の紹介のほか、行事、利用案
内等も掲載し、図書館の利用促
進を図る。 

【新】 

中学校での「朝
の読書」活動支
援図書セット貸
出事業の実施 

こども図書館 

(生涯学習課) 

中学校で取り組んで
いる「朝の読書」活動
を支援するため、図書
館が所蔵する幅広い
分野の豊富な図書資
料のセット貸出を行
う。 

●中学校での「朝の読書」活動
支援図書セットの利用方法や数
量・テーマについて検討。 

●平成 29 年度中に図書セット
を整備して運用を開始。事業の
周知に努めるとともに、利用状
況を分析し、段階的にセット数
の増加やセット内容の見直しを
行う。 

【新】 

青少年向け図書
の充実及び貸出
の推進 

中央図書館 

こども図書館 

(生涯学習課) 

話題性のある図書や
興味・関心を深めるた
めの図書を積極的に
収集・提供するなど、
青少年向け図書の充
実と貸出の推進を図
る。 

●各図書館で、青少年向けの図
書を積極的に収集・提供。 

●こども図書館では、新刊やお
すすめ図書を紹介する「ブック
ルだより」等を作成・配布。 

●中央図書館では、高校生向け
職業関連の図書の収集・提供の
ほか、出前ブックトーク実施時
や図書館通信の中で積極的にお
すすめの図書を紹介。 

●引き続き各図書館で、青少年
向けの図書を積極的に収集・提
供する。 

●図書の情報提供に際しては、
青少年の関心をより高めるた
め、高校生等からの発信も取り
入れるなどの工夫を行う。 

【新】 

高校生向け図書
リスト（職業関
連）の作成・配
布 

中央図書館 

(生涯学習課) 

目的や必要に応じた
読書活動を進めるた
め、高校生向け職業関
連の図書リストを作
成・配布する。 

●高校生向け職業関連の図書を
収集し、図書リストを作成・配
布。 

●貸出や活用を促進するため、
高校生向け職業関連の図書リス
トの中からおすすめの図書をホ
ームページに掲載するなどの工
夫を行う。 

 

実績欄の下線部分は、新規取組 
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⑷ 保護者等に対する読書推進事業の推進〔計画 23 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【新】【重】家庭
読書アドバイザ
ー派遣による親
子読書の奨励
（再掲） 

こども図書館 

(生涯学習課) 

主に就学前の子ども
がいる家庭での読書
習慣の形成を支援す
るため、幼稚園・保育
園・認定こども園等に
家庭読書アドバイザ
ーを派遣し、親子読書
を奨励する。 

●幼稚園・保育園・認定こども
園（市立・私立）に対し、家庭
読書アドバイザー派遣事業につ
いての情報を提供。平成 28 年度
は、申込のあった 33 施設（既に
実施済の施設を含む。）に派遣予
定。 

●市立の幼稚園・保育園・認定
こども園に対しては、関係課と
の連携を図りながら、次年度年
間計画が決定する 1 月までに次
年度事業について情報提供す
る。私立の幼稚園・保育園・認
定こども園に対しても、同様に
情報提供し、利用の促進を図る。 

 

⑸ 読み聞かせボランティアの研修及び活動支援〔計画 23 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【新】 

家庭読書アドバ
イザー研修会・
交流会の実施 

こども図書館 

(生涯学習課) 

家庭読書アドバイザ
ーの活動に必要な知
識の習得などの向上
を図るため、スキルア
ップを図るための研
修会・交流会を実施す
る。 

●家庭読書アドバイザーの情報
交換のための交流会及び研修会
を実施。 

●毎年度、2 回程度の研修会及
び定期的な交流会を実施し、活
動に必要な知識の習得を図る。 

 

⑹ あらゆる子どものための読書環境の充実〔計画 24 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【重】 

録音図書の収
集・提供と郵送
貸出の推進 

中央図書館 

こども図書館 

(生涯学習課) 

障害のある子どもな
ど配慮が必要な子ど
もに利用しやすく配
慮した読書環境の充
実を図るため、録音図
書の収集・提供と郵送
貸出を推進する。 

●子ども向けの録音図書（デイ
ジー図書・マルチメディアデイ
ジー図書）20 タイトルを新たに
収集。（平成 28 年 7月末現在） 

●引き続き子ども向けの録音図
書を計画的に収集するととも
に、体験会を開催するなど広報
に努め、利用の促進を図る。 

 

２ 公民館等における子どもの読書活動の推進 

⑵ 公民館図書室等の読書環境の整備・充実〔計画 28 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【新】 

公民館と図書館
の協議や情報交
換の推進 

生涯学習課 

中央図書館 

公民館 

公民館図書室等の蔵
書や運営体制の充実
を図るため、公民館と
図書館が協議や情報
交換を行う機会を設
ける。 

●公民館と図書館の担当者によ
る協議・情報交換の機会を区単
位で設けるよう、関係課で基本
方針を確認。2 区程度で協議・
情報交換を実施。 

●1 年度内に 2 区程度において
公民館と図書館の協議・情報交
換の機会を設け、公民館図書室
の整備・充実を図る。 

 

実績欄の下線部分は、新規取組 
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基本方針３ 学校等における子どもの読書活動の推進 

１ 学校等における子どもの読書活動の推進 

⑴ 学校における読書活動の全体計画・年間指導計画の見直し〔計画 30 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【重】 

読書活動の全体
計画・年間指導
計画の見直し 

指導第一課 

指導第二課 

読書活動の全体計
画・年間指導計画を
さらに充実した内容
とするよう、司書教
諭を中心に教職員や
学校図書館担当事務
職員（学校司書）が
連携して見直しに取
り組む。 

●学習指導要領に基づいて見直
しを行い、引き続き活用してい
くことについて、校長会や広島
市小学校教育研究会、広島市中
学校教育研究会において周知。 

●引き続き、校長会や広島市小
学校教育研究会、広島市中学校
教育研究会において、学校図書
館を計画的に活用した教育活動
を充実させるため全体計画や年
間指導計画を活用するよう周知
徹底を図る。 

 

⑷ 学校図書館司書教諭等教職員の知識・技能の向上及び学校図書館に関する情報の提供〔計画 32頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【重】 

学校図書館司書
教諭や教職員の
研修の充実 

指導第一課 

指導第二課 

教育センター 

学校図書館の学習・情
報センター及び読書
センターとしての機
能を学校教育におい
て活用できる教職員
の指導力の向上を図
る。 

●市立小学校を会場とし、実践
発表や図書室の見学などを通し
て、学校図書館経営に関する基
本的事項の理解や、学校図書館
機能を高める工夫についての研
修を、市立学校教員を対象に実
施。 

●今後も一層の内容の充実を図
り、継続して研修を実施する。 

【新】 

先進校の取組事
例の紹介 

指導第一課 

指導第二課 

各校における学校図
書館の充実を図るた
め、先進的な取組をし
ている学校の事例を
紹介する。 

●広島市小学校教育研究会、広
島市中学校教育研究会におい
て、先進的な取組をしている学
校の事例を紹介。 

●引き続き、広島市小学校教育
研究会、広島市中学校教育研究
会等において、先進的な取組を
している学校の事例を紹介して
いく。 

 

⑹ 学校図書館運営体制の充実〔計画 33 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【新】 

司書資格を有す
る者等の外部人
材の活用などの
検討・実施 

指導第一課 

指導第二課 

学校図書館運営体制
の充実を図るため、学
校図書館担当事務職
員（学校司書）の配置
のあり方や、司書資格
を有する者等の外部
人材の活用方法など
を検討し、実施する。 

●他の先進的な取組を行ってい
る政令指定都市への視察内容を
参考に、外部人材の効果的な活
用等について検討。 

●外部人材の活用について、計
画案をまとめる。 

 

実績欄の下線部分は、新規取組 
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⑺ 学校図書館等の施設・設備の整備・充実〔計画 33 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【新】 

特別支援学校へ
の自動車図書館
車「ともはと号」
の巡回 

特別支援教育課 

中央図書館 

(生涯学習課) 

特別な配慮が必要な
子どもへの読書環境
の整備を推進するた
め、特別支援学校に自
動車図書館車を巡回
する。 

●特別支援学校 2 校（県立・市
立各 1 校）に、毎月 1 回自動車
図書館車を巡回。市立 1校では、
巡回時間内におはなし会を実
施。 

●学校の行事等にも配慮しなが
ら引き続き自動車図書館車を巡
回する。県立１校においてもお
はなし会の実施について検討・
調整する。 

【新】 

病弱・身体虚弱
特別支援学級
（院内学級）へ
の図書配本 

中央図書館 

(生涯学習課) 

特別な配慮が必要な
子どもへの読書環境
の整備を推進するた
め、院内学級に図書を
配本する。 

●市内 3 か所の院内学級に定期
的に図書を配本。 
 

●先生や児童生徒の要望や利用
状況を考慮して図書を配本す
る。 

 

⑽ 家庭と連携した読書活動の推進〔計画 35 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【重】 

「１０（テン）
オフ運動」と連
携を図るなど家
庭と連携した読
書活動の推進 

育成課 

指導第一課 

指導第二課 

遅くとも夜１０時ま
でには電源を切るな
ど携帯電話・スマート
フォン等の適切な使
用を促進する取組「１
０オフ運動」と連携を
図るなど、家庭と連携
した読書活動を推進
する。 

●27 年度から引き続き、7 月と
12 月に「１０（テン）オフ運動」
の強化週間を設け、道徳や言語
数理運用科の授業で電子メディ
アとの付き合い方について考え
させる取組や、生活リズムカレ
ンダー等を活用して児童生徒に
生活習慣等について振り返らせ
る取組を実施。 

●関係機関と連携して、引き続
き「１０（テン）オフ運動」に
取り組む。 

【重】 

ホームページや
リーフレットを
活用した啓発・
広報 

指導第一課 

指導第二課 

子どもの読書活動に
関する理解と関心を
深める取組の充実を
図るため、様々な広報
媒体を積極的に活用
した啓発・広報を行
う。 

●子どもの読書活動に関する理
解と関心を深めるためのリーフ
レットを作成。 

●リーフレットを児童生徒を通
じて家庭に配布する。 

【新】【重】 

家庭読書アドバ
イザー派遣によ
る親子読書の奨
励（再掲） 

こども図書館 

(生涯学習課) 

主に就学前の子ども
がいる家庭での読書
習慣の形成を支援す
るため、幼稚園・保育
園・認定こども園等に
家庭読書アドバイザ
ーを派遣し、親子読書
を奨励する。 

●幼稚園・保育園・認定こども
園（市立・私立）に対し、家庭
読書アドバイザー派遣事業につ
いての情報を提供。平成 28 年度
は、申込のあった 33 施設（既に
実施済の施設を含む。）に派遣予
定。 

●市立の幼稚園・保育園・認定
こども園に対しては、関係課と
の連携を図りながら、次年度年
間計画が決定する 1 月までに次
年度事業について情報提供す
る。私立の幼稚園・保育園・認
定こども園に対しても、同様に
情報提供し、利用の促進を図る。 

【新】 

図書館が作成す
る学齢期別（発
達段階別）図書
リストによる読
書活動の啓発・
推進 

指導第一課 

指導第二課 

（こども図書館） 

家庭での読書習慣付
けを促進するため、図
書館が作成する学齢
期別（発達段階別）図
書リストを活用し、読
書活動の啓発・推進を
図る。 

●広島市小学校教育研究会、広
島市中学校教育研究会におい
て、読書活動推進のため図書館
が作成する学齢期別図書リスト
等を活用するよう紹介。 

●引き続き、広島市小学校教育
研究会、広島市中学校教育研究
会において、読書活動推進のた
め図書館が作成する学齢期別図
書リスト等を活用するよう紹介
していく。 
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基本方針４ 関係機関の連携・協力の推進 

１ 公的機関の連携・協力の推進 

⑴ 図書館と公民館、保健センター等の連携・協力〔計画 36 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における 計画期間中における今後の展開 

【新】 

公民館と図書館
の協議や情報交
換の推進（再掲） 

生涯学習課 

中央図書館 

公民館 

公民館図書室等の蔵
書や運営体制の充実
を図るため、公民館と
図書館が協議や情報
交換を行う機会を設
ける。 

●公民館と図書館の担当者によ
る協議・情報交換の機会を区単
位で設けるよう、関係課で基本
方針を確認。2 区程度で協議・
情報交換を実施。 

●1 年度内に 2 区程度において
公民館と図書館の協議・情報交
換の機会を設け、公民館図書室
の整備・充実を図る。 

【新】公民館・
児童館へのボラ
ンティアの紹介 

放課後対策課 

こども図書館 

公民館 

(生涯学習課) 

こども図書が養成し
た読み聞かせボラン
ティアに多様な活動
の場を提供するとと
もに、地域での読書活
動を推進するため、公
民館・児童館へのボラ
ンティアの紹介に取
り組む。 

●こども図書館において、読み
聞かせボランティアの活動先希
望調査を実施。また、読み聞か
せボランティア紹介事業のチラ
シを作成して公民館・児童館に
配付し、公民館・児童館からの
問い合わせに対応。 

●毎年度末の読み聞かせボラン
ティアの登録更新時に公民館・
児童館での活動希望調査を行う
とともに、引き続き、公民館・
児童館に対しボランティアの紹
介事業を周知する。 

 

⑵ 図書館と学校・学校図書館等の連携・協力〔計画 37 頁〕 

取組名 内容 平成 28 年度における取組状況 計画期間中における今後の展開 

【重】 

図書館訪問・職
場体験の受入、
学校への資料貸
出・出前事業等、
図書館と学校・
学校図書館が連
携した事業の推
進 

生涯学習課 

指導第一課 

指導第二課 

特別支援教育課 

中央図書館 

こども図書館 

図書館が実施する事
業等について、図書館
と学校・学校図書館が
連携して活用の促進
を図る。 

●各図書館で、図書館訪問・職
場体験の受入、学校への資料貸
出・出前事業等を実施。 

●新採用教員研修や中学校教育
研究会図書館教育部会で、図書
館の利用案内及び学校図書館支
援事業を紹介。 

市立図書館の除籍図書を学校へ
提供。 

●図書館は、市立広島特別支援
学校の図書室の蔵書の整理・整
備計画（数年間計画）に助言し、
実際の作業にも協力。 

 

●図書館と学校・学校図書館と
の協議を積極的に行う。 

●高校生対象の図書館通信に図
書の紹介のほか、行事、利用案
内等を掲載する。また、高校生
の参加を呼びかけ、市立高校や
高校生からの情報発信の場を提
供し、事業の推進を図る。 

●図書館と市立広島特別支援学
校が連携・協力し、図書室の環
境整備を推進する。 

【新】【重】 

家庭読書アドバ
イザー派遣によ
る親子読書の奨
励（再掲） 

こども図書館 

(生涯学習課) 

主に就学前の子ども
がいる家庭での読書
習慣の形成を支援す
るため、幼稚園・保育
園・認定こども園等に
家庭読書アドバイザ
ーを派遣し、親子読書
を奨励する。 

●幼稚園・保育園・認定こども
園（市立・私立）に対し、家庭
読書アドバイザー派遣事業につ
いての情報を提供。平成 28 年度
は、申込のあった 33 施設（既に
実施済の施設を含む。）に派遣予
定。 

●市立の幼稚園・保育園・認定
こども園に対しては、関係課と
の連携を図りながら、次年度年
間計画が決定する 1 月までに次
年度事業について情報提供す
る。私立の幼稚園・保育園・認
定こども園に対しても、同様に
情報提供し、利用の促進を図る。 

 

 

実績欄の下線部分は、新規取組 


